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1主 題設 定の理 由

従来、商業高校で は、職業生活 に必要な実務的な技術や能 力を習得 させ ることに重点をおい

た教育課程を編成す ることによ って、その役割を十分 に果 た して きた。

そ して、今 日の社会は、情報化 ・国際化 ・生活様式の多様化や高度化が急激 に進んでお り、

商業高校へ入学 して くる生徒 も多様化 している。 この傾 向は、社会の変化の速 さと ともに今後

も続いて いくことが予想 され る。

こうした社会状況に対応 した商業教育を行 うためには、従来か らある商業の基礎 ・基本の学

習内容 に加えて、情報活用 ・文書作成 ・外国語会話 ・コ ミュニケー ションなどの能 力をは ぐく

む学 習を行 うことが重要であ る。 また、授業を進 めてい く上で、生徒の多様 な興味 ・関心、適

性等に応 じた学習形態(個 別学習や グループ学 習等)を 工夫 した り、教育機 器を活用す ること

によ り、学習意欲を高める必要があ る。さ らに、生徒の 自発性を引き出 し、幅広 い視野を持つ

柔軟性 のある人間の育成を 目指す授業の在 り方を考え、実践 してい くことが、今後 の商業高校

の課題 といえる。

今年度の教育研究員 は、 このような理 由か ら、授業の内容、指導方法を中心 に 「今求め られ

る商業高校 の授業の在 り方」について具体的に研究 し、考察す ることを 目的 として主題の設 定

をお こなった。

II卒 業 生 ア ン ケ ー ト

商業高校 にお ける授業の在 り方 をさぐるため、卒業生を対象 として、商業高校での学習 内容

・取 得 した資格 と現 在の仕事 との関係、 これか らの商業高校の授業にっいてア ンケー ト調 査を

実施 した。その分析結 果を もとに して、商業高校の授業の在 り方を研究を した。

1ア ンケー トの対象

ア ンケー トは、都立商業高校6校 の卒業生 の うち、卒業後就職 して2年 以上同一の企業 に勤

務 している男女100名 を対 象に実施 した。

なお、いずれの質問 も複数回答を可 とした。

2ア ンケー トの結果

(D現 在の仕 事で役立 ってい ると思 われ る商業高校 の学習内容や検定資格 は何ですか
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(2)商 業高校で学んでおけばよかったと思われる学習内容や検定資格は何ですか一
術

卓

書

理

グ

技

ン

用利

処

イ

タ

テ

[ユ

報

ケ

π

一

コ

電

秘

情

マ

28人

16人

13人

6人

2人

ワ

英

販

珠

商 業

売

プ

経

ロ28人

語15人

士9人

算4人

済2人

(3)商 業高校の授 業で今後必要だ と思われるコンピュー タ関連の学習内容は何ですか

イ ン タ ー ネ ッ ト43人

ソ フ ト ウ ェ ア 利 用18人

グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ン7人
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(4)商 業高校で は今後 どのよ うな学習が必要だ と思いますか

販 売 接 客 に関 す る もの45人

プ レゼ ンテー ション技術19人

作 品 制 作 な ど の 実 習12人

商 品 企 画 に 関 す る もの20人

グ ル ー プ に よ る 学 習16人

地 域 経 済 な どの調 査 分 析3人

(5)現 在の商業高校生 にとって必要 なもの は何ですか

70人

43人

22人

10人

44人

24人

15人

8人

3ア ンケー トの分析

(1)高 校での学習内容や検定資格

高校 での学 習の中で、現在 の仕 事で役立 っている内容 として 、 ワープ ロ ・情報 処理 ・コン

ピュータ利用技術 とい う回答が多か ったが、 この ことは、社会の情報化の進展 を反映 している。

続 いて簿記の回答 も多か ったが、 このことにより商業高校 における簿記の授業の重要性が うか

がえ る。また、総合 実践 や電卓の回答が多 いのは、この科 目が、実社会の仕事 と非常 に密接 に

関わ っているか らである。

高校時代 に学習 しておけばよか った学習内容または検定資格 についての質 問で も、やは り、

前記の回答 と同様 に ワープロや コンピュータ利用技術な どの情報化 に対応 した ものが多か った。

そ して、電卓 ・英語 ・秘書 とい う回答が続いた。

(2)今 後の商業高校 における授業

コ ンピュータに関連 した授業で は、イ ンターネ ッ ト・電子 メール ・ソフ トウ ェア ・プログラ

ミングなど、現在 の情報化社会 に対応 した内容 を取 り入れてい くべ きだ との回答が あった。

授業形態や授業内容 についての質問で は、 グループによる学習 とと もに、販売接客 ・商品企

画 ・プ レゼ ンテー シ ョン技術 など、実社会で体験す るよ うな ものが多 くあげ られている。
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(3)現 在の商業高校生に必要な もの

現在の商業高校生に必要 な ものについての質問で は、回答者の7割 が礼儀 作法が重要だ と考

えている。多 くの卒業生がその重要性を認めてお り、今後、授業の中で どのよ うに扱 ってい く

かが課題であ る。 また、協調性 や忍耐力 といった企業 とい う組織 の一員 と して求 め られ る資質

をあげて いる。さ らに、ア ンケー トの結果か ら、創造性 、企画能 力、表現能 力を育む学 習内容

も授業の中に取 り入れてい く必要性がある。

皿 今 求め られ る授 業へ の取 り組 み

ア ンケー トの分析結果か ら、今年度のテ ーマで ある 「今求 め られ る商業 高校の授業 の在 り

方」にそって次の3つ の授業につ いて研究 した。

1商 業高校における基礎的知識 を習得 させ る 「簿記」の授業

商業教育の中の基礎的 ・基本的 な科 目であ り、また、昨年度の教育研究員が行 ったア ンケー

トや今年度のア ンケー ト結果か ら、商業高校 における学習 内容や資格の うち、実社会で役に立

っていると回答があ った中か ら上位 に入 って いる 「簿記」を取 り上 げ、教材 を提示す る方法 と

授業の展開方法について研究 した。

(1)教 材提示装 置を利用 した授業

簿記の指導内容 は、取引の一連 の流れか ら財務諸表等を作成 させる ものが多い。指導に当た

って は、従来か らある板書 とプ リン トによる指導方法 とは別 に、情報化時代 に対応 した、プ レ

ゼ ンテー ションソフ トを利用 した指導方法を考えた。

(2)表 計算 ソフ トを利用 した授業

簿記の学習に意欲を失 った生徒 に対 して、次年度以降の簿記の授業 に、 もう一度興味 ・関心

を もたせ、や る気 を引 き出すための指導方法 と して、 コンピュータを活用 した授業 を考えた。

2論 理的思考能力を身に付 ける 「プログラ ミング」の授業

「プ ログラ ミング」は、プログラムの作成を通 して、 「作業の手順を考え させ る」など論理

的思考能力を身に付 けさせるために有効である。い くつ もあるプログラ ミング言語の うち、 こ

こで は、比較的簡単 に操作がで き、他の ソフ トを取 り込んだ り、イ ンターネ ッ トを活用で きる

等の応用範囲が広 いVisualBasicを 使 ったプ ログラ ミングの授 業を考え た。

3情 報 をつ くりだす 「課題研究Jに お けるCM作 成の授業

今 までの商業高校の授業 には、体験的な学習 も取 り入れ られていたが、 自 ら考えて創 り出す

ことを意図 した学習が十分でなか った。

ア ンケー トの結果か ら、今 日の社会が求 めて いる企画力や創造力をは ぐくむ ことや、 グルー

プ学習を通 して協調性や忍耐力を身 に付けさせ ることが大切で あると考え られ る。 この ような

能力を育成す るため、CM制 作 の授業を考え た。

なお、ア ンケー トの 「今後必要 な授業内容 」について回答が多か った 「販売 ・接客 につ いて」

は今回は取 り扱わなか った。 しか し、 ア ンケー トの結果か らも分か るよ うに、 この ことにっい

ての指導 は、今後の商業高校 における課題 の一つであ り、大切 な部分で ある。
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IV教 材提 示装 置 を利 用 した授 業

1は じめ に

通常 の授業では、は じめに基本事項や例題を説 明 し、その後、問題を解かせたり、実習な ど

を通 して理解 させ るとい った方法で行われて いる。 この うち、科 目あ るいは単元によ って は、

説明する部分に多 くのエネルギーを注がなければな らない ことがある。そ して、説明の方法の

善 し悪 しが個 々の生徒の 自主 的な取 り組みや、授業 に対 して感 じる魅力 とい った ものに非常に

大 きく影響 してい る。

また、生徒の理解が不十 分 と判断 した場合 には、多少の工夫を した り、別の例題を取 り上げ

た りして、再び説明をす ることになるが、ほとんどの場合、前回説明 した方法 と変わ らない基

本事 項の板書 と、その解 き方や実習方法を繰 り返 して いるのが現状であ る。

私 た ちは、常 々生徒た ちによる自発的な授業への取 り組みを期待 しつつ も実際には説 明に多

くの時間を割かな くて はな らない。 ときには、説明のみで終 わ って しま うとい った結果 となっ

て しま うこと も現実 にはあ る。 こうした反省 に立ち、望 ま しい指導法 につ いて研究 した。

2板 書 だけを使 った指導の不足部分の解消

「簿記 」 ・ 「情報処理」な どの科 目において は、単元の導 入段階で は、覚え るべ き多 くの基

本事項が多 くあ るが、 これ らを説明す るときに黒板に書 ききれないことがあ る。また、次への

展開の際、消 して しま った基本事項 を再 び板書 した経験 は誰 に もあるが、 この ことは板書技術

だ けでは解消で きない ことが多い。 それを解決す るもの として教材提示装置の活用を考えた。

板書による欠点には下記の ことが考え られる。

(D簿 記 一仕訳の手順 ・総勘定元帳への転記 ・諸帳簿記入への手順

① 考え方 ・手順等の説明の板書 に手間がかか る。

② 教科書等に書 かれてい る内容 を、生徒にイメー ジさせ ることが むずか しい。

③ 帳簿の記入の際、字が小 さくなる。

(2)情 報処理 一入力領域 ・作業領域 ・出力領域のデー タの流れ とそれに対応す るプログラム各

部の書 き方

① プ ログラムの指導の際、全体 の流れの説明には板書だけでは不十分 にな りやす い。

また、中央処理装置内のデー タの流れ と併せて説 明 しよ うとす ると書 ききれ ない。

② デー タの流れをプ リン ト等 に順番 を記すが、板書 して説明す る際、やは り説 明に時間が

がかかる。な どがある。

3今 までの教材提示方法の例

(1)磁 石式パ ネルー厚紙や模造紙 に基本事項を書 き、数時間にわたる説 明や繰 り返 しの説明に

利用す る。

(2)OHP一 ア クリル版 にマーカーで必要事項を書 き説 明す る。重ね合わせ等がで き、動 きが

あるものにつ いての表現がで きる。

(3)ス ライ ド・ビデオ ーフ ィル ムのネガ等を加工 し、説 明を加える。市 販 されている教育用 ビ

デオの他 、テ レビを録画 した ものや教 師が 目的 に応 じて撮影 したりす る。

(4)簿 記帳簿黒板 一主要簿 ・補助簿 の罫線が引いてあ り持 ち運びがで きる。



4プ レゼ ンテー シ ョン用ソフ トで作成 した教材

最近 、生徒の伝達能力を高あ るために、学習の中におけるプ レゼ ンテー ションが重要視 され

ている。 これ は、教師に対 して も言 えることである。すでに、会議や研究発表会な どで は、プ

レゼ ンテー ションソフ トを用 いて、効果的な説明を行 っている。

そ こで、授業で の説明をプ レゼ ンテーシ ョンの一つ と捉え、 「プ ログラ ミング」(COBO

L85)の テーブルを用いた基本的プログラムの作成、及び簿記の8け た精算表の作成の説明

にプ レゼ ンテー シ ョンソフ トを用いる指導法 について研究 した。 ここでは、主 に簿記 の精算表

の作成を例に説明す る。

科 目名:簿 記

単元名:8け た精算表

使用教室:パ ソコン室

使用 ソフ ト名:プ レゼ ンテーシ ョンソフ ト

提示方法:教 材提示装置(教 師用画面を生徒用 モニ ターに映す ことがで きる)

教科書:新 簿記1(実 教 出版)

(1)授 業展開

前単元であ る決算整理までが理解がで きて いることを前提 に、8け た精算表の作成 のルール

につ いての説明を行 う。

(2)教 材提示装置 を使 った説明

教科書の内容 を板書で説明す る文字が小さ くな り、2度 目の説明には これを消 さな くて はな

らない。 これ らの欠点を解消す るとともに、学習に興味を持たせ るために表示効果を取 り入れ

たプ レゼ ンテー ション用 ソフ トを利用 し、次ペー ジのよ うな資料 を作成 し、教員機 か ら生徒用

モニ ターに転送 して説明する。

5提 示装置を利用 した説明の結果 と問題点

教科書やプ リン トに書いてあ る内容が、モニ ターを通 して画面上 で動 いた り、音 が出たりす

るので生徒は大 いに喜 び、授業へ の集中度 も高まった。また、パ ソコン室のモニ ターで いっで

も表示で きるため短 時間で何回 も説明がで き、プログラ ミングではつまづ きやすいテーブルの

単元の良 い導入 とな った。 また、生徒たちか ら 「この ソフ トを使 って表現 してみたい」といっ

た、意図 していなか った反応 もあった。反面、作成方 法を熟知 していない こと もあるが 、作成

に思 ったよ りも時間が かか って しまい、毎時間、各単 元の説明に この方法を取 り入れることに

は課題がある。 しか し、一度作成 して しまえば細かな修正で対応 で きる ことや、複数の教員で

分担 して作成す ることによ り、ある程度課題 は解消で きると思われ る。

今回、簿記 に関す る教材を作成 してみた結果、手順 を追 って説 明す る内容が多 くプ ログラ ミ

ングの授 業以上 に効果 的 と思われ る。反面、提示用装 置が各教室 にあるわ けで はないので、現

状で は情報処理以外 の科 目での利用 は少 し難 しいと考 え られ る。今後、各教室の設備が整い、

多 くの教科 ・科 目で活用で きることが望 ま しい と考える。
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コ ぜ セヨ

(各画面に表示効果あり)

④

精 算 表
平成O年12月31日

残 高 試 算 表 整 理 記 入
F

損 益 計 算 書貸 借 対 照 表
.

借 方 貸 方
.

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方
現 一一一一一.一金

.当 座 頚 一金

売.一 一畳 一一一金

.氏 便 一引.当 金

.繰 一越 億.品 一

一備.一._一 品.

買_掛 一一金

惜 一一一入 一一金

資_本 一.金

引 一一一出 一一金 一

売.一 一._上

一受 取 手蝋

.仕 一一一一一.入.
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⑤

決算整理事項がある場合のルール

精 算 表
平成0年12月31e

残 高 試 算 表 整 理 記 入 損 益 計s書
F

貸 惜 対 照 表
借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方1貸 方

現 金 ISADD 一

.当 一座}亘 一盆 一

売.一.祖_一 金

.覧 側.引.当 盆

.繰 越.緬.品 一

.一一7nμ 〕0
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[一 一一 そのま..一.
2900

z≪aaa

916,000

国u.aaa (±)ユ_4,600
_540,000

ユ74QO一
._549.Q90. 」…234〕ΩΩ ■ 523,000

↓(+)

借方は+(プ ラス)・貸方は一(マ イナス)して

B/S・P/Lの 借方へ転記する。

借方に対して

借方は一(マ イナス)・貸方 は+(プ ラス)して
B/S・P/Lの 貸方へ転記する。

貸方に対して

⑥

精 算 表
平威O年12月31日

残 高 試 算 表 整 理 記 入 損 益 計 算 書貸 借 対 照 表
借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方

麗......一 愈.

一当 」巴 預.虚.
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買_嵐 」.金

借_入 一一盒

貴..嵐..金

ヨ」_出_金.

亮__よ

.受 取 手 敷 胤

.仕 一一一一一一入 一

.給 一一一一.一斜.

一支 払 家 賃 一一

一保 一」倹 一粍 一.

一雑..一.,一 費 一

支 一払.鼠.賃

貸 一飢 」寛 却

滅 価 蜘 配

当 期 郷 測#

...75.qqΩ

..コ」4脚

.A20.000
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qQQq L4幽
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皿ooo
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A244000
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4,7.48004

砥OQQ
337D,DDff

.-682,QOO

.-449ρoo

._1.ADD

__83pOO

.-A9,DO6

54Qρo∩ _523,000 ユ}8マ幽臣D

682pOD

a69,000
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e;,oao

L呂,000

X4,600
5.4DSLf

13,600

五4釦O
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7111∩ ∩∩ viiinnn 11禽 肉 昌∩∩1nくRnn 1itsnnr. 4ツ くくnnr つ7り1∩ ∩∩ つ ワつi∩∩∩

トによる作成画面プ レゼ ンテ ー シ ョンソ フ
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①

表の作成

 

精

貸倒引当金
借入金
受取手数料
保 険 料

 

金
金
上
賃

掛
掛

家払

亮
買
売
支

金
品
金
料
憾

出

桐

当
備
引
給
交

②

隊i恥 轟,318
層

残 高 試 算a 整 理 記 入 損 益 計 算 魯貸 借 対 照 表
借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方

.

貸 方 借 方 貸 方
理......∴ 金.

.当 一座 」直.金.

亮...街...盆

.艮 員.引 一呈L盒

.綴.越.j商.易.

.臓 一一..一.品.

寛 一..風..金

借_入 一.金

資..一 本..金

慰.一.出...金.

憂 一_一 一上

.受 取 手 致 建匙

.仕___入.

.給..._料.

.支 払.鼠 賃 一.

.俣 一強 調..

貸.倒.」 覧 却

.減 価 償 却 豊

.__75.QRI1

.一刀 」▼㎜

.-92D,OOf1

uann
一帳残高をそれぞれ転 記し

(借方)(貸 方)の 合計金額

「「を開致奏せるn・
「h「 、「 「「、

「 「、「 厄、 「 、
F「

、＼ 一…

._599_Qa[1

..5錫6鯉

/
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兀
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ii…
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冒-冒-一.一 一

或Z蝿ODO
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.682脚
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、Fh

灘__賓_-83pOD
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f

③

なるよう修正の仕訳を正しい金

対 して 、3%見 翔

).13.000・la,600

貸

 

欝賃 倒 引 当 金
.xo .000x,・,.

7一



7プ レゼ ンテーシ ョン資料 の作成手順例

・表現 したい内容を段階 ごとに数枚の スライ ド作成 をす る。

8ケた薄賑 の佑成
(科,

醸継1

棘 賎高が正しい金■になるよっ修正の仕訳を行う

撫
…■
▼

↓

舳胤漁働亭
褒

-触

算

痢

精

顧

- 虹

欝

民
編

↓

一レ ∫

畢
鴇 算 表

AA
doar,陶 妻日

,,戴 即 禁

駈
冒 宵 「o盲 墨

精 翼 表

一i髭

一」■レ羅。轟 轟

6けた精算 で の金頒を転記する.

」欄i弐
置困ナた㈲暉衰はAssamあ るので
次の手繭で修正しながら転記する.

ゆ

寝。蕊.馬鷹。
墾 閣2L樽

万 「膠
■ η鳳 農

簸醗灘調

灘 臓

」刀卿

」刃ロσ

りom

隅

羅

嘱
灘1

盟

瑠

㎜nmo

盤
L刀細

一 一

㌦

酬

の

2

合

算
剰

場

o

品

精
鵬

珊畔罵

乱㍊7蜘 知 ㎜ 加 ㎝?溜 榔 脚 己u叩一 レ{・ 〕 り

a/3自/Lの 瑠万へ駈肥▽る

① スライ ドは表現 したい内容にあわせ標準 レイアウ ト枠の中か ら1枚 を選択す る。

*レ イア ウ ト枠 には何種類かあるが、今回は無地を選 び作成 した。
ur

ロ　 ゆCニ 　ニコ

[]團 團 團 幽

團 圖 国 圃,

國 圃 圃 口JBi

② 画面にあるアイコンを クリックし、文字 ・線 ・絵 ・表 ・グラフを入力 し、 スライ ドを作

成す る。(入 力 した基本型 も簡単 に大小 ・太細 ・色の操作がで きる。)

.坐i回9A国 … 璽珊 臼○口Doi

*4枚 目のスライ ドは 「精算表 ・・」 と指定位置 に入力 し、実線 ・点線 はコピーす る。

吹 き出 しや矢印等のアイコンを利用 して文字を入力 した。

③ ① 、② によ りスライ ドを作成 してゆ く。(前 の スライ ドを次 にコピーす る事 がで きるの

で簡単 に段階を追 った作成がで きる。*精 算表の枠 ・金額 はコピーの仕方を工夫 した。)

④ スライ ド内 に表示効果を付 ける。②で入力 した各部分を ク リックした後に表示効果の ア

イ コ ンを ク リックし、各 スライ ド内での表示方法や音な どを変え られ る。

響論螂 … 禰 誰 腰「 ヨ劃

*11枚 の スライ ドのポイ ン ト箇所に表示効果をっけた。

⑤ スライ ドの切 り換え操作(次 の スライ ドに切 り替わ りに効果を付 けることがで きる。)

⑥ スライ ドシ・一のテス トを しなが ら全体を謹 する・ 塁

・互器珊f.y,ry.RSry`{團
■唖刷 聾氏の財匂デ 」n≫rN1

ド 　ハ ゆ ユ 　の ノト　え サ 　

ryeこ 捌 響謝lr・ 駒
・四1一e

lI
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V表 計算 ソフ トを利 用 した 「簿 記 」の授業

1定 時制の生徒 の現状

今 日の定時制高校 に在籍す る生徒は、学力や年齢が多様化 し、経済的な理 由で定時制 に通 う

とい う生徒 よりは、定時制が第一希望でな く、不本意で入学 して きた生徒、年長者 の生徒 など

が多 くな り、定時制への入学 の動機 は実 に様 々で ある。

こう した生徒たちは学力だけで な く、価値観 や 目的意識 も多様で ある。定時制の生徒 の学習

ニーズに適切 に応 える学習環境 を設定 しなければな らない。特 に授業 においては、講義 中心の

座学 の授業形態で はなかなか学 習に意欲 を示 さない生徒が多い中で 、生徒 の実態 に応 じた柔軟

な授業方 法を検討す る必要がある。

最近は、字を書 く能 力や計算能 力、読解 力の乏 しい生徒が多 く、学習をす るに当た って は、

基礎学 力の充実が必須条件 にな っている。

その反面、機械の扱いや映像な どには強 く興味を示す。 これ は、現在の情報化社会 に育 った

世代の特 徴ではないか と思われ る。幼少の頃よ りテ レビか ら情報を得た り、テ レビゲームに慣

れて いる生徒 たちにとって、画面に向か うとい うことは長時間で もなん ら苦痛ではない。

そ こで、 こうした現状を踏 まえ ると、定時制 の生徒 が意欲的に、かつ主体的 に授業 に参加す

るよ う、商業教育 の中で も基礎的 ・基本的な科 目である 「簿記 」の授業にパ ー ソナル コンピュ

ー タ(以 下パ ソコンと表記)を 取 り入れた学習方法 にっいて研究 を した。

2表 計算 ソフ トを利用 した簿記の指導

簿記 の授業 は、知識 を結合 し、 これを もとに、繰 り返 し問題を解 くことが必要 とされ る科 目

であ る。一斉授業を行 った場合 、生徒の知識量によ り進度 に差がでて くるため、1ク ラスをい

くっかの グループに分 けて授業が行われてきた。簿記 は、生徒に とって好 き嫌いが はっきりと

現れやすい科 目であ るたあに一度簿記嫌いになると克服するの は難 しい。また、簿記を学 習す

るに当た って、重要な計算能力が不十分な生徒 も増加 している。 このよ うな現状か ら今まで と

は、少 し視点 を変えた教材を教師が作成 し、生徒が興味を持つ授業を行 う必 要がある。

それ は、パ ソコンを簿記の授業に活用 し、表計算 ソフ トを利用す ることで生徒の簿記嫌 いを

克服 し、興 味を もたせ る試みであ る。パ ソコンを使 うことによ り、簿記の基本的な仕組み を色

彩豊かに画面に表示 した り、記帳の手順な どを分か りやす く画面 に表示す ることによ り、生徒

の興味や関心 を引き出す とともに、学習効果 を高め ることがで きる。 さらに、難 しい漢字 を書

く必要 もない し、複雑な計算 も瞬時に間違いな く処理す るので、生徒 は他の ことに気 を使 はな

くて も良 くな る。す なわ ち、 自分に不得意な ものをパ ソコンが補 って くれるのであ る。パ ソコ

ンを使 う授業では、自発的に授業 に参加す る意欲 を見せるのである。 この生徒の意欲を簿記の

授 業の中に取 り入れ た。

通常 の簿記の一連 の取引の流れ は、取引→仕訳→総勘定元帳→試算表の作成→貸借対照 表 ・

損益計算書の作成で あるが、簿記を不得意 とす る生徒 にとって は、仕訳か ら総勘定元帳へ の転

記が一番理解 に苦 しむよ うであ る。そのたあ、あえて順番を入れ変 えて、表計算 ソフ トを使用

して、貸借対照表 ・損益計算書 を作成する基 とな る精算表を作 ることか ら始 める。 これまで問

題集でや って いたことを別の視点か らパ ソコンで作業 させ ることによ り、生徒 に興味を持 たせ

一g一



ることがで きる。 このような財務諸表をい くつか作成 させることによって、生徒 には自分で作

成 したという達成感 ・成就感を持 たせ ることがで きた。

これを動機付 けとして、そこか ら 「これを作 るためにはどのよ うな帳簿が必要 なのか」 とい

うことを考えさせ、簿記の一連の流れを理解 させ ることが大切である。 この方法 によ り、資格

取得をあ きらめて しまった生徒や、簿記 に対 して自信を失 って しま った生徒が多数集 まった ク

ラスで も、その生徒 の進度に合 った授業が展開できた。

3年 間指導計画案 と指導 目標(表1参 照)

(1)指 導の 目標

簿記 に対 して 自信 を失 って しまった生徒や、嫌 いにな って しまった生徒 に対 し、パ ソコンを

利用 させ ることによ り、 もう一度簿記に対す る学習の意欲 を持 たせる ことを 目標 にす る。

① 表計算 ソフ トを用いて商業高校における 「簿記」の学習の意義 を理解 させ る。

② 簿記の一連の体系を理解 させる。

③ 簿記を学習する ことの楽 しさに気付 かせ る。

4指 導の事例

(1)学 習指導案の作成(表2参 照)

年間指導計画の中か ら8け た精算表の作成につ いての授業展開例 を取 り上げた。

(2)指 導 目標

①8け た精算表の意味や仕組みをゆ っくりと理解 させ る。

②8け た精算表を確実に作成で きるよ うにする。

5評 価の観点

学習 によって得 られた知識や理解度を把握す るために行 うテス トの結果や、パ ソコンによ る

作業の正確 さなどには とらわれずに次の点に留意す る。

① 生徒の伸びよ うとす る力を はぐくむ。

② 生徒の努力を評価す る。

③ 理解が不十分な他の生徒 に対す る態度 を評価 する。

④ 解答にたどりつ くまでの過程を評価する。

⑤ 学習時間内に成 し遂げた課題の量をプラス評価す る。

6今 後の課題 について

簿記 の授業の導入 として表計算 ソフ トを使い、生徒 の興味 ・関心を引 き出す ことを目的 と し

た。普通 は単年度で終 わ って しま う簿記の授業であ るが、再度指導す る時の方法の一 つ として

参考 になれば と思 う。会計 ソフ トを使わずにあえて表計算 ソフ トを使用 したのは、表計算 ソフ

トな らば全ての学校に備わ って お り、教師 もこの ソフ トの使い方 に慣れているか らである。な

によ りも、商業の他の授業 との関わ り方を教えるのに も良 いと思 われ る。

簿記 は生涯学習の視野か らも、その社会的なニーズは高 い。 このことは、公開講座 の評判が

よい ことか らも分か る。 この科 目を通 じて、生徒が 「自分 もやればで きる」 とい う感覚や繰 り

返 し勉 強す ることの大切 さを身に付けさせ、社会 に送 り出 したい と考えてい る。
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7表 計算 ソフ トによる作成画面例

一例1一 貸 し倒れ 引当金の設定画面例

決算整理 貸倒引当金の設定

売掛金残高の5%を 見積もる。 額を補充する方法によること。

① 計 算 を します。(金 額 を入 れ て み よ う。)

売掛金の残高2,840,000×%

見積額142,000貸 倒引当金の残高85,000

② 仕 訳 を示 す 。(金 額 を入 れ てみ よ う。)

借方科目 借方金額 貸方科目 貸方金額

貸 倒 償 却 57,000 貸 倒 引 当 金 57,000

③精算表の整理記入欄に転記 します。

精 算
成

表
12月31日

勘 定 科 目

哩

残高試算表 整理記入 損益計算書

借 方貸 方 借 方 貸 方借 方貸 方

売 掛 金

貸 倒 引 当 金

貸 倒 償 却

2,840,000

85,000

57,000

57,000

57,000

貸 借 対照表

借 方 貸 方

.840.000

142,000

一例2-8け た精算表の画面例

-

一2

A Bじ

問題1

D EIF G e 1 JIK

精 算 表

平成○年12月31日

整理記入

L 匿 N 0

決 算整 理 事項3

4

5

6
.'ノし7

贋 倒 弓18

9

一 申 一 』一 幽 』 』「.

ai期 末商品棚卸高¥950,000
bT貸 画琴醗 冗 局の5%

同煽 フτ下'さい一何パ
ーセン トか入力じぞ凧=

局はいくらで鷲F

　 ロ　勘 定 科
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一表1一 年 間指導計画案(履 修単位数3単 位)

定時制における標準的な簿記 の授業時間数 を想定 し、週3単 位の授業 とした。前年 に授業で

3級 の範囲 まで は終了 してい る生徒を対象 と して、上級学年(定 時制で は3・4年)で 履修 さ

せ ることを想定 してい る。

i

学馴 月 項 目 学 習 の 内 容1指 導 上 の 留 意 点
1

・簿記の基礎 ・ガイ ダ ンス(パ ソ コ ンによ ・簿記への 自信を回復 させ

る学習)。 ることが 目的であ るため

1 4 ・6け た精算表 の作成。 に、 細 か な パ ソ コ ンの操

}

月1

・貸借対照表の作成。 ト 作 は教員が補助す る。

.損 益計轄 の作成。i
i

・精算表 と損益計算書 ・貸借

学 ～ 対照表 の関係。

・合計試算表 ・残高試算表の

7 作 成 。 ll

期 月 ・取 引の記帳 ・補助簿の記帳(仕 入帳 ・売

上帳 ・商品有高帳など)。

・決 算 ・6け た精算表の作成 の復習。 ・生徒の進度 ・理解によ り

2 9 ・棚卸表の作成。 指導をす る。

・決算整理仕訳の練習。
月

①現金過不足の整理。 ・生徒一人一人の能力に合

学 ～ ②売上原価の計算。 わせた学習方法が選択で

③貸 し倒れの見積 り。 きるように教材を作成す
12

④減価償却。 る 。

期 月 ⑤引出金の整理。

・8け た精算表 の作成。

3 1 ・コ ン ピ ュ ー タ ・仕訳か ら決算までの一連の ①簿記の基本的な一連の取

による会計処 流れを、パ ソコンを利用 し 引の流れを理解 させ る。
月
理 て会計処理を行 う。 ②仕訳から決算までを順を

学 S
(仕訳→総勘定元帳→試算 追 いなが ら表計算 ソフ ト

2
表→精算表→貸借対照表 ・ を用 いて実習 させる。

期 月 損益計算書)。
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一表2一 学習指導案

項 目 決算 における8け た精算表の作成1時 間 目

段階1時 副 学 習 内 容1学 習 活 動 指導上の留意点

15分 ・問題のプ リン トの配布 ・6け た精算表 を復習す ・生徒 の画面がそろ

導 ・パ ソコ ンの立 ち上 げ る 。 うことを確認す る。

・前時の復 習 ・決算整理仕訳を確認す ・前の時間の内容を、

入 る 。 ゆっ くり時間をか

け る 。

25分1 ・8け た精算表の作成 ・残高試算表 ・整理記入 ・ただ入力 させ るの
I

I

ー
,卜

欄がすでに記入されて ではな く、入力 し

展
1

いる例題で、その仕組 た数値 はどうい っ

みを指導す る。 た性質なのか理解

・決算整理仕訳を仕訳欄 させ る。

に入力 させ、8け た精 ・こまめに生徒に 目

開 算表を完成 させ る。残 を配 り、手が止 ま

りの時間で練習問題を らないよ うにさせ

解かせ る。 る 。

ま 5分 ・授業の再確認 ・8け た精算表の役割を ・データの保存の方

確認する。 法を誤 らないよ う

と ・8け た精算表を印刷。 に特 に注意す る。

・デ ー タを保 存 す る。

め ・パ ソ コ ンを終 了 す る。

授業を実施す る上での配慮事項

① パ ソコンの操作方法や学習内容が記入で きるプ リン トを用意 し、生徒 は授業中の説 明を

メモ し、パ ソコンが ない場所で も復 習がで きるようにす る。

② パ ソコンの操作 に重点がかか りす ぎると、簿記の学習効果が上が らな くなるので注意 を

す る。

③8け た精算表 には、数値を入力する と自動 的に計算で きるよ うに、あ らか じめ作成 して

お くが、計算の仕組み は必ず理解 させてお く。

④ 生徒が授業 に参加 しやすい雰囲気 をつ くる。

⑤ 少人数であるために個別指導が中心 になる。学習の進度等が、生徒 によ り異な るため、

学習意欲を持続 させ る授業を行 う工夫が必要である。

⑥ 個別指導が多 くな るため、生徒 に過度 の緊張感 を与えないような距離をお く。
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VIVisualBasicに よ る 「プ ロ グ ラ ミ ン グ 」 の 授 業

1言 語教育の必要性

ア ンケー トによれば、現在 の仕事で役立 っている商業高校の授業 として ワープ ロや コンピュ

ー タ利用技術な どの実技科 目が6割 以上 を占めて いる。 日々の業務 を遂行 してい く上で、 これ

らの技術は即戦力 となることは確かであろ う。 しか し、専門高校である商業 高校 にお ける授業

においては、文書作成 と表作成 だけを情報処理教育の 目標 とす ることはで きない。普通高校 な

どでの情報処理教育 と専門性 を持 った学科 としての立場を明確 に しなければな らないか らで あ

る。 商業学科で は商業学科の専門性を持 った情報処理教育 を目標 と し、情報処理関連学科で は

よ り専門性 を持 った情報処理教育 を目標 とす ることが必要であ ろ う。

コンピュー タの持っ機能を利用 して、生徒の能 力を伸長す るために利用す ることが必要では

ないか.そ のためには、道具 としての使い方 は勿論だが、釘や木材のよ うに道具の対象 とな る

知識 も必要 となる。 また、あ る程度の熟練 も必要で はないだろ うか。20年 以上 も前か ら、脱

プログラ ミングが叫ばれて きた。 コンピュータの機能が飛躍的 に向上 して きて も同 じテーマが

議題に上 っている。 これか らも議論 され続けるであろ う。

コンピュータのプログラムは、あ らか じめ想定 した手順を各種言語に置 き換え るとい うステ

ップが少 々面倒で あるが、手順の基本 サイクルを教 え るのに効果 的であ る。現実の事 象は再現

することがで きないが、 コンピュータを利用 した シミュレーシ ョンで は、何度で も、条件 を変

化 させて も実行で きる。いろいろなプ ログラムの作成 ・実行す る演習を通 して、 「手順を考え

る」とい う能力、っま り、論理的思考能 力の育成 に役立つ ことになる。

2ど んな言語 で指導す るか

(D初 期の言語教育

FORTRANは 科学 技術計算 向 けに開発 され、早 くか ら言語仕様 が制定 され て いる ことや 、比

較 的簡単 な構i文で あ り、 コ ンパ イ ラも普 及 して お り、長い期間 商業高校で はFORTRANに よる

プログラ ミングの学 習が なされて きた。現在で も、 スーパーコ ンピュータで活躍 中であ る。

(2)情 報処理科の言語教育

情 報処理科 の設 置 に ともない、 ビジネス共通言語で あ るCOBOLで のプ ログラ ミング学 習が

始ま った。COBOL言 語 は、30年 以上の歴史があ り、可 読性の高さ、教育資料 の豊富 さ(教 科書、

問題集)か ら情報処理科 を中心 として学習が行われて いる。

(3)パ ソコン時代の言語教育

パ ー ソナル コ ンピュー タが登場 す るとBasicに よ るプ ログラ ミングが盛ん にな り、 商業高

校以外の学校で学習 されるよ うにな った。

(4>こ れか らの言語教育

時代の推移につれ、学習され るプ ログラ ミング言語が変化 してきた。現在で は、表作成 ソフ

トや通信 ソフ ト、文書作成 ソフ トでは、手順を記憶 させてお く機能(マ クロ)が 備わ って きて

お り、それが進化 して言語プ ロセ ッサ化 して きてい るものが出て きた。 ワー ドプロセ ッサとい

えど もプ ログラ ミング して高度 に利用す る時代 になっている。
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3VisualBasicに よるプ ログラ ミング

VisualBasicに よるプ ログラ ミングで は機能 の豊富さや将来性が挙げ られ るが、商業高校 に

お けるプ ログラ ミング教育 においては、次のよ うな利点が考え られ る。

(D教 育 資産の活用

VisualBasicの 基本 的な構文 はBASICと 同 じで あ るので、今 まで 商業 高校で培わ れて きた

過去の教育資産 の活用 が可能になる。BASICは 、初学者 向けに開発 され、15年 以上 に もわた らて

商業高校で学習され、その間にはJIS化 され るな どサポー トを しっか りしてきた もので ある。

(2)制 御構造の確立

従来のBASICで は行番号によ り論理行が分割 されてお り、制御構造 もIF文 、FOR文 ～NEXT文 、

WHILE文 ～WEND文 な どによ って きたが、VisualBasicで は、Select文 での多方 向分 岐、Do文

～Loop文 での制御 とい った制御構造が しっか りして きた。 このたあ、論理構造が よ り整構造を

構築す ることが可能 とな り、教育的 に も有効であ ると考え られる。

(3)ビ ジュアル対応

一 画面の書式を設計 し
、その画面に対 しての入出力を プログラ ミングす るのは大変 な労力が

必要 とされたが、VisualBasicで は画面 を視覚的に作成す ることがで き、 自動的に コー ドが生

成 され る。 この結果、実際にプログラムを記述す る部分が簡単 にな り、よ り初学者にや さしく

入 り込め るよ うにな って いる。

(4)処 理分割の容易性

VisualBasicで は、フ ォームと呼ばれ る画面 イメー ジの部品に基本的な部品を貼 り合わせて

完成 させ ることがで きる。完成 したフ ォーム も部品 として他の システムに組み込 む こと もで き

るし、 ウ ィン ドウズのサブルーチ ンであ るDLLの 呼 び出 しも可能である。プ ログラム設計に

おいて非常 に難 しい とされ たプ ログラムの分割が最初か ら行われ るため、プ ログラム も複雑に

な らない。

(5)応 用範囲の広 さ

アプ リケー シ ョンのマ クロ機能 はVBA(VisualBasicForApplicationsEdition)と

呼 ばれ る言語仕様 によ って記述 して い くものが出現 して きた。VBAは 、 これ までのBASIC

言語が発展 して きた言語 でVisualBasicと 呼ばれて いる。VisualBasicに よるプ ログラ ミング

は、 ワープロソフ トや表作成 ソフ トなどのアプ リケーシ ョンで記述す ることはもちろん だが、

VisualBasic環 境で これ らの アプ リケーシ ョンの機能を利用す ることも可能である。 また、イ

ンターネ ッ トを通 じてや りとりするデータの中にプログ ラ ミングす ることによって、電動紙芝

居的な利用方法だけでな くインターラクテ ィブな利用方法が可能 とな る。 また、完成 したプロ

グラムはコンパイルすれ ばウィン ドウズのアプ リケーションとして流通す ることが可能 となる。

4年 間指導案

(1)科 目 プ ログラ ミング

(2)対 象学年 情報処理科2学 年(6単 位)ま た は3学 年選択(3単 位)

(3>指 導 目標

機能の豊富 さは、また、習得の難 しさに もな る。そこで、現在、商業高校で学んでい る 「プ

ログラ ミング」 にVisualBasicの 基本 的な部分を取 り入れた場合の年間指導計画を示 した。
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(4)年 間指導計画案 一表3一

【学
1時i

則 項 目 学 習 内 容
i

指 導 上 の 留 意 点}

1期
1数 1
4 5

」

・コ ン ピ ュ ー タ ・コ ン ピ ュ ー タ の 機 能 と プ ロ ・コンピュータの機能や制御の流れを理解さ

システム グラムの働き せ る 。

ド コ ンピュー タの適用範囲

1

・いろいろな システムの概要 につ いて理解 さ

せ る。

1 5 ・プ ログラ ミン
・プ ログラ ミングの概要 ・プログラミング環境 とその操作方法を中心

グの基礎 に理解 させ る。

・プログラミングの作成手順 ・問題の分析からコーディングまでの流れを

理解させる。
・VisualBasicの 操 作 ・起動法や構成要素の名称や操作方法を理解

さ せ る 。

5 4。薩 本プ。グ, ・ボ タンの設 置 ・ボタンの配置と変更方法について理解させ

1ミ ン グ
る 。

i
・コー ド記述の方法 とその実行方法を理解さli
せ る。

1・ 表題の設定 ・ラベルの配置とそのプロパティを理解 させ

学 る 。

・文字入力と判定 ・テキス トボックスからの文字の入力と判定

による処理の分岐にっいて理解させる。
・数値入力と計算 ・数値変換と四則演算、実行時エラーについ

て理解させる。
・タイマの利用 ・タイマ イベ ン トの発生 とその利用 について

理解 させ る。
・制限時間内の作動 ・変数の宣言法、 ボタ ン機能 、カ ウン ト方法

を理解させる。
・ライ ンで線 引き ・線引法とスイッチ処理にっいて理解させる。

・メ ニ ュ ー シ ス テ ム ・メニ ュー システムの作成方法を理解 させ る。

6 30 ・フ ァイル処理 ・グラフィックの表示 ・グラフ ィックデータの読込み とその移動を

期 理解 させる。

7
・フ ァイル名の選択 ・ドライブ、デ ィレク トリな どの指定方法 を

理解させる。
・テキ ス トデー タの保 存 と読 ・シーケ ンシャルフ ァイルの利用法 を理解 さ

込み せ る。
・テキ ス トデー タの印刷 ・印字法について理解 させ る。

9 30 ・配列の利用 ・コ ン トロール配列 ・同一のコン トロールを複数配置する方法を

理解させる。

2 ・メモ リ配列 ・メモ リ配列の定義と使用法を理解させ る。

10 2d ・各種APIの ・音声 ファイルの再生 ・APIを 利 用 したWAVフ ァイル再生 を理解

学
利用

・表作成 ソフ ト
させる。
・表作成ソフ トや文書作成ソフ トを取り込ん

・文書 作成 ソフ ト で操作する方法を理解させる。

期 11 20 ・アプ リケ ーシ ・デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト ・データベ ースソフ トや インター ネ ッ トでの

ヨンでの プロ ・表作成 ソフ ト プログラ ミングを理解させる。

グラミング ・イ ン タ ー ネ ッ ト

1 30 ・アプ リケーシ ・課題 によるアプ リケー ・作成するアプ リケーションについて必要な

3 ヨン開発 ションの作成 機能を考えさせ、作成過程や操作方法につ
いて ドキ ュメ ン トさせ る。

学 2 io ・ソ フ トウ ェ ァ ・os ・OSの 機能、役割などにっいて理解 させ る。
・ユ ー テ ィ リ テ ィ

期 3 20 ・ハ ー ドウ エ ア ・入出力装置
・CPUや 周辺装置の しくみとその働 きを理

・中央処理装置 解 させ る。
・補助記憶装置
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(5)VisualBasicに よ る プ ロ グ ラ ミング例

ほ とん どの ア プ リケー シ ョ ンは、 そ の ア

プ リケ ー シ ョンを起動 す る と画面 が 表 示 さ

れ、 その 画面 に対 す る操 作 によ って 作 業 を

行 う。VisualBasicで の プ ロ グ ラ ミング は

画 面 の レイ ア ウ トを してか ら、必 要 な 処理

手 順 を記述 して い く。

① 画 面 の デザ イ ン

画 面 の レイ ア ウ トを決 定 す る段 階 を デ

ザ イ ンとい う。 画 面 の デザ イ ンは、 ツ ー

ル ボ ックス と い う道 具 箱 の よ うな もの か

ら コマ ン ドボ タ ンや テ キ ス トボ ック スな
オアジ=ウト=Co■｠andl

ど の部 品 を フ ォー ム とよば れ る型 枠 に貼

り付 けて画 面 を作成 して い く。 各 部 品 は、

コ ン トロール と よばれ 、 そ の形 状 や性 質

を示 す プ ロパ テ ィとい う項 目を持 って い4

る。 プ ロパ テ ィは、 プ ロ グ ラ ミングの過

程 で 設定 した り、 デザ イ ン中 に設 定 す る。
vresioNa.o0

② プ ロ シ ー ジ ャ の 記 述B。,i.Vil.FormP。rm1

コマ ン ドボ タ ンを ク リック した時 な ど1需 撫gh、 濡m1"
ClientLeft=J925

に 実 行 され る 一 連 の 処 理 を プ ロ シ ー ジ ャCli・tT・p1380
C.lientWidth=5915

とい い、 デザ イ時 に貼 り付 け た各 コ ン ト 閥・ighl4050
left=11fi5

ロ ー ル ご と、 動 作 ご と に 分 割 して 記 述 す1,inkT・pl・"F・r・1"
Scalelleighl365

る こ と が で き る 。ScaleWidlh5415
1035Top

③ プ ロ グ ラ ム リ ス トWidthbeginV13 .1.。b。1L,55353

画 面 を デ ザ イ ン し、 各 機 能 の プ ロ パCaptionlleight幾 慰

izoしft
テ ィを 設定 す る各 段 階 で プ ロ グラ ミン グTablnd,、1

は進 行 して い く。右 図 の プ ロ グラ ムの リTopWidth繕
L・nd

ス ト は 、 画 面 デ ザ イ ン か ら プ ロ シ ー ジ ャB,gi・VB,L。b,11.。b,14

Captjon単 価"

の 記 述が 終 了 した段 階 で で き上 が った もll・igliL55

の で あ る.こ の 中で 、 点線 内の 部 分 だ け1:ftbTndex20
Top=1200

Width=495
が キーボー ドか ら直接にプ ログラム コー

Gnd

l;eginV4.Labell.abe15

あ を鶉 ζ 饗 る.Captionlleightheft
Tabindexi鐙

完 成 したプ ロ グ ラム は・ この段 階で すTon
Widt、209995・

ぐに実行 す る こ と も可 能 で あ る し、実 行C・d

形 式 に変 換 す れ ば、独 立 した アプ リケ ー

シ ョ ンと して 流通 す る こ と も可能 で あ る。
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PrivateSubCommandlClick{}

SURYO=Textl.Text

TANKA=Text2.Text

KM6AKUニSURYO零T貞 国KA

Text3.Text=KINGAKU

End5u6

ム

　 ビ　 　nロ　　xし　 　 　　 し　

Ileight=270

Left=720

Tablndex=5

Top=720

Wdth至215

Cnd

　 　ニ　 　 　　　スt6o　 　　 し　

Ileight=270

Left=720

Tablndex=6

Top=1200

WidthI215

Gnd

け　g　 n　 ロ　　　しロ　 　　 しヨ

11eight=270

Left=720

Tablndex=7

Top=2040

Nidth=1215

Cnd

beginV[1.CommandDuttonCommandl

Caption="OK"

Ifeight=375

Left=72Q

TabIndex=4

Top=ISfiO

Nidth=1215

End

End

AttrihuteVOName="Forml"

AttributeVOCre

AttributeVB_Exp

PrivateSubComm

table=False

sed=False

ndlClickO
YO=Val(Textl.Text)SU
TAKA=Val(Text2.Text)

GAKU=SURYO*TANKAKI

Tet3.Text=KINGAKU
HndSub
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(6)イ ンター ネ ッ トへ の活 用例

イ ンター ネ ッ トで 表示 され るホ ームペ ー

ジ はHTML(HyperTextMarkingLanguage)

とい う専 用 の言 語 で 記述 され る。 この言 語

の 中 にJAVAやVBAと い った他 の言 語

を組 み 込 ん で記 述 す る こ とがで き る もの が

あ る。 これ ら言 語 で 記述 す る こと によ り、

ア ク シ ョンの あ る ホー ムペ ー ジを作成 す る

こ とが で き る。

例 題 の プ ロ グラ ムは 、VisualBasicに よ

るプ ロ グラ ミン グ例 に 同様 な機 能 を持 たせ

た もので あ る。

①HTMLフ ァイル の作 成

HTMLフ ァイル はテ キ ス ト形 式 で あ るの

で付 属 され い る 「メモ帳 」 な どで 作成 す る

こ とが で きる。 リス トの よ うに各 行を タ

イ プ し終 え た ら保 存 す る が 、 拡 張 名 に

rHTML」 を 付加 す る こ とでHTMLフ ァイル と

して保 存 で きる(保 存形 式 はtxtに しない)。

②HTMLフ ァイル の実 行

完 成 した フ ァイ ル を 表 示 す る に は 、

HTMLフ ァイル を ダ ブル ク リックす るか 、

ブ ラ ウザ の フ ァイル で 開 くこ とによ り表

示 す る。 実行 は、 数 量 と単 価 の欄 にカ ー

ソル を移 動 し、そ れ ぞれ の数 値 を入力 し

i鞠

<HTML>

<HEAD>

〈TITLE>金 額 計 算 〈〆TITLE>

</HEAD>

<BDDY>

〈FORMNAME='"Forml""〉

数 量 〈INPUTNAME二"Te×t1"TYPE="セext"SIZE=10><P>

単 価 〈INPUTNAME・"Te×t2"'TYPE・"士e×t"SIZE・10><P>

〈INPUTNAME=""Buttonl""TYPE=""button"'VALUE='"OK""〉<P>

金 額<INPUTNAM[="Te×t3"TYPE='"text"SIZE=10>

</FORM>

<SCRIPTLANGUAGE="'VBScript"">

SubButtonl_OnClick()

SURYO=Document.Form1.丁extl.Value

TANfくA=Document,Forml.Text2.Value

KINGAKU=SURYO*TANKA

Document.Forml.Text3.Value=KINGAKU

EndSub

</SCRIPT>

</BDDY>

</HTML>

てか ら、OKボ タンを ク リックすると金額が計算されて表示 され る。

(7)今 後の動 き

ここで紹介 した例 は、数量 と単価を入力 して金額 を求めるとい った簡単なプ ログラ ミングを

VisualBasicと 、 イ ンターネ ッ トで実行 した もので ある。ブラウザ(ホ ームペー ジ閲覧 ソフ ト)

によ っては、HTMLフ ァイルに仕込んだプログラムが実行できない もの もあ ったが、最近の機能

向上に ともない、徐 々に解消 されつつある。イ ンターネ ッ トの ホームペ ージは、ホー ムペー ジ

作成 ソフ トや ワープ ロで作成する ことがで きるが、その中身を知 ること も必要 なので はないか。

イ ンターネ ッ トだ けでな く表計算や ワープ ロソフ トに も自動実行機能が加わ って きて いる時代

が来ている。

いろいろなアプ リケー ションでプログラ ミングが可能 となっているなか、専門高校 と しての

商業高校で は、単 にソフ トウェアを操作す るだけで な く、より高度 な使用方法を求め られ るの

でないだろうか。プ ログラ ミングの知識 は情報化社会が進展すればす る程に基本的な もにな っ

てい くことであろ う。
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四 「課 題研 究」 に おけるCM制 作 の授業

1「 情報(ニ ーズ)を つ くりだす」授業

現在の商業高校で行われている授業 の形式 は、情報を処理す ることに重点が置かれている。

しか し、激 しく変化 してい る現在の情報化社会で は、情報 を処理す るとい う従来の考えに加え

て、企業 自体が積極 的に 「情報(ニ ーズ)を っ くりだす」 ことが必要 になって きている。

こうした状況の中で、商業高校 において も、積極的 に情報 をつ くりだ して い く教育が必要 に

な って きている。 これ は、工業的な 「生産(も のづ くり)」 で はな く、いか に 「売れ る商品」

をっ くり、また、売れ るよ うに情報(ニ ーズ)を つ くりだ してい くかを考えてい く授業である。

何かをっ くりだすためには、創造力が必要であ る。 また、その創造 した ものを形にす るために

は、企画 力が必要で ある。 さらに、その企画を集団で行 うためには協調性が、企画を伝え るた

めには発表 力が必要 になって くる。

それぞれの能力は、ア ンケー トの結果か らも分か る通 り、現在の商業高校の生徒に必要な力

であ り、 また、社会人 として も必要な力で あることは言 うまで もない。

2CMを つ くる授業

現在の商品 は、商品その ものの価値だけで は、あま り差が感 じられない。 どち らか といえば

それ以外 の付加価値によって売れ る、売れないが左右 されている。その中で も、広告(CM)

に影響 される部分が非常 に大 きい。現在では、 日本国 中のあ らゆる場所にCMが 氾濫 してお り、

また、知 らず知 らず の うちにCMの 影響を受 けている。例えば、人気 タ レン トを起用 して売上

が伸びたテ レビのCMか ら流行語や流行歌 が生 まれる等であ る。

CMは 、 「商品が売れる も売れない もCMに かか っている」 と言 っていいほ ど、現代社会 に

おいて大 きな要因にな って いる。 しか し、CMは 作る側 か らの一方通行である。だか らこそ、

作 る際の調査、ね らい、主張が しっか りしていな くてはな らない。電車の中の、何気ない中吊

り広告で も、ね らいや主張があ る。 それが、社会のニーズに合致 したときに商品が売れるので

ある。

CMを 生徒に制作 させる ことで、前 に述べた 「情報(ニ ーズ)を つ くる」授業 を具体 化する

ものであ り、それ によ り創造力や企画力な どを養 うことがで きる。

3「CM制 作」の授 業のね らい と流れ

rCM制 作」は、課題研究(第3学 年 ・3単 位)の 中で行 っている。 この授業 の一番のね ら

いは、 自主的につ くることであ る。情報を与え られ ることに慣れている生徒に 自主的につ くり

出す ことを指導す ることはなかなか困難であ る。 しか し、 「CM」 は、生活に身近で、なおか

っ ビジュァルであるために、生徒は大変興味 ・関心 を抱 く。その興味 ・関心 か ら、意欲を引き

出 して い くよ うに指導す る必要があ る。勿論、 「CM制 作 」のためには、 しっか りしたマーケ

テ ィング リサーチが必要であるが、今年度 は、 これまで学習 した基礎 に立 って授業を行 った。

一年 間を通 した全体的な流れ と して、1学 期 は、あま り細かい部分 についての指導 はせず 、

現在テ レビで放映 されているCM(清 涼飲料水 やラー メン ・実演CM等)を 見せ、まずっ くら

せせてみ ることによ り、CM制 作の流れをつかませ ることをね らい とした。っ くることによ り

学ぶべ きこと(創 造力 ・企画力等)が 、理解 されてい くので はないか と考えた。
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具体的な授業 の流れ と して は、まず生徒一人 ひとりが商品を企画 し、パ ッケージをデザ イ ン

し、ポスターを作成す る。続 いて班を編成 し、各 自作成 した中か ら班 と して取 り上げる商品の

CMを 制作 させ る。教師は、あ くまで も助言 とい う形で生徒の取組みをサポー トしてい く。

従来の情報を与え られる授業になれていた生徒 は、自分たちで 「つ くる」作業 にとまどって

いたが、授業が進む に連れ、 自ら主体的にや らなければ何 もで きないとい うことを実感 し、 自

主的、積極的 に活動 しは じめた。

例えば、校長先生 に出演 していただいた作品、犬を使 った作品、人形劇風 に仕上げた作品 な

ど、工夫を凝 らした作品がで きた。また、一連の流れの理解 と他の班 との比較 により企画 など

が細かい ところ まで しっか りで きていないと、撮影 に手 間取 り、 よいCM撮 影がで きない こと、

よいCMを っ くることはただ単 に思いっ きや面 白さだけではな く、その裏 にある調査や検討が

大切である ことなどが理解で き、次への意欲が生 まれた。

この ことにより、2学 期以降は一つ一つの流れをよ り専門的な もの に発展 させてい くことが

で き、 さらに、文化祭 などの機会で 自分たちの作品を発表 させ る ことによ り、 イベ ン トの企画

力 ・発表力等を身 に付 けて い くことがで きた。

4今 後の課題

今後の課題 は、三つ ある。まず第一に、生徒 にとって魅力が あ り、意欲を もて るよ うな教材

を整備することである。例えば、CMの ジャンル別VTR(過 去の良い ものや最新の もの)、

レタ リングやPOP広 告の作品集等、生徒が創造意欲を湧かせ るよ うな教材 を呈示で きるよ う

に整備 して い く必要が ある。POP広 告につ いては、修学旅行で見っ けた郷土色豊かな広告で

あるとか、近所の スーパ ー等で見つけた面白いPOP広 告を集 あて くるな どで、生徒 に意識 を

持たせ る方法 もあ る。

次に、撮影 した ものをCMに 編集する技術や機器の整備 も必要であ る。現在 は、家庭用 ビデ

オで一っの作品を通 して撮影 を している。生徒の企画が良 くな って くれば、 ビデオの編集技術

も高度 な ものが必要 にな って くる。生徒の希望 に応え るために も編集技術や編集機器の整備が

不可欠であ る。

最後 に、デ ジタルカメラやデジタル ビデオで撮影を し、そのデ ータを用 い、プ レゼ ンテーシ

ョン用 ソフ トでPOP広 告 やポスターを作成す るとい ったマル チメデ ィアに対応 した授業 も展

開 していけるよ うに したい。

以上の点を十分考慮 しなが ら、今後の授業を発展 させて いきたい と考えている。
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一表4一 年間学習指導案(対 象学年 第3学 年 履修単位3単 位)

学 時

期
月
数
項 目 学 習 内 容1指 導 上 の 留 意 点

i

4 4 ・オリエンテーション ・授 業 の 意 義 とね らい ・創造力、企画力の必要性を
5 理 解 させ る。

・授業への取 り組み方法 ・自主的にかつ積極的に取 り

組む気持 ちを持たせ る。
・マ寸 ティングの 基 礎 ・CMの 必要性や作成上の留

1 意点を理解 させ る。
(簡 単 な説 明 に と どめ る。)

・CM例 の 紹 介 ・自 ら作成 す る気 持 ちで
、C

Mを 分析 させ る。

(ラ ー メ ン ・清 涼飲 料 水)

8 ・商品開発企画 ・商品開発企画書を作成1・ 身近な商 品でアイデアを生

す る。{か し作成 させ る。

(名 前 ・特 徴 ・バッケづ 等)i・ パ ッケー ジや 特 徴等 はで き

る限 り細 か く考 え させ る。

学 8 ・ポ ス タ ー作 成 ・企画 商 品 の ポス ター を ・企 画 商 品紹 介用 の ポ ス ター

作成す る で あ るの で、 特 徴 を イ メー

ジで きるような ものを作成
さ せ る。

6 8 ・CM企 画 ・班 を編 成 し、各 自企 画 ・協 調 性 を養 わ せ る。
7 した商品の中か ら班 と ・商 品 企 画 の しっか り した も

しての商品を選定す る。 のを 選 定 させ る。
・CM企 画 書 を 作成 す る。 ・必ず班全員で取 り組む よう

(絵 コ ンテ ・小道 具 ・せ に させ る。
りふ等)

期
10 ・CM撮 影 ・企画書に よりCMを 撮 ・会 場 の セ ッテ ィ ングや 小 道

影す る。 具、練習 については全て生
徒 に 任せ る。
・VTRの 数 に制 限が あ るの

で、撮影時間の分担 を しっ
か り させ る。

9 8 ・文化祭展示準備 ・展 示 部 門 に 出展 す る。 ・授業や作品 についてのCM

(各 班で作品を出展用に を作成す るつ もで考え させ
2 整理す る) る 。

・CMと は別 に商品やCMを

説明するVTRも 作成 させ
る 。

10 6 ・レ タ リ ン グ ・漢 字
、 ひ らがな、 カ タ ・丁寧に作品を仕上げ させる。

学 カ ナ、 英数 字 、 明 朝 体、 ・氏名な ど身近な ものを題材

す る。

6 ・POP広 告 ・プ ライ ス カ ー ドを 作成 ・ス ーパ ー等 で 調査 、 研 究 す

期
す る。 るよう指導する。

11 20 ・卒業作品制作 ・班を編成 し、商品企画 ・班全 員 で 取 り組 ませ る。
12 か らCMの 撮影 まで行 ・自主 的 、 積極 的 に取 り組 ま

う 。 せ る 。

1 8 ・作 品 の ま とめ ・反 省、 感 想 、 課題 等 を ・報告書形式で まとめ させ る。
3 とめ る。

学 4 ・発 表 会 ・簡潔、 明瞭 に発表 内容 ・自分 の班のCMを 宣 伝す る

2 を ま とめ る。 つ も りで 行 わせ る。

期 ・他班の作品発表 を見て ・評価基準を整 え、公正 に評
評価 をす る。 価 させ る。
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一表5一 学 習 指 導 案

単 元CM企 画(絵 コンテの作成)配 当時間 2時 間 実施学年 第3学 年

(*班 編成およびCM対 象商品の選定は、すで に終 わ っている。)

段 階 時間 学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点

導 入 25

分

・絵 コンテの説明

・CM制 作 の条件

・今まで見せ たCM作 品

を例 に して、絵 コンテ

について説 明す る。

・条件 に合わせて商品の

CMを イメージす る。

・今 まで見せたCM作 品を

思 い出させ る。
・CM制 作の流れを思 い出

させ る。

・なぜ絵 コンテのよ うな も

のが必要 なのか理解 させ

る。

〈条件 〉

・時間 は30秒 位。

・通 しで撮影 。
・撮影場所は校 内。

・全員で役割分担。

・小道具等 は各班で準備。

展 開 60

分

・CMイ メ ー ジ作

り

・絵 コ ンテの 作成

・役 割 分担 等

・各班でCMの イメー ジ

や アイデアを検討す る。

・自分の意見を積極的に

発表する。

・イメー ジした ものを4

コマ程の絵 コンテにす

る。

・配役、せ りふ、小道具、

衣装等を決 める。

・生徒 自身で考え させ る。

(班 ごとの イメージや アイ

デアに助言を与える。)

・意見や考えが 出 しやす い

状況にさせ る。

・条件および撮影 に無理が

ないかを確認 さ

せ る。

・丁寧 に作成 させ る。

・全員 に必ず何かの仕事 を

させ る。
・具体的に何が必要かを考

えさせ る。
・班の協力体制 を作 らせる。

ま とめ 15

分

・CM企 画表の提

出

・次時の予定

・企画表を完成 し、提 出

す る。

・撮影 に必要 な商品見本

や小道具等 を作成す る。

・条件等を確認 し、完成 さ

せる。

・各班の必要 な道具等 を確

認 し、次期 まで に用意 さ

せる。
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皿 おわ りに

今年度の研究員 は、 「今求め られ る商業高校の授業 の在 り方」について、研究 ・協議を重ね

て きた。今回、出発点 として、魅 力あ る授業 とは何 かにつ いて研 究員それぞれが もう一度考え

てみた。その結果、魅 力ある授業 とは 「生徒が理解で き、かつ主 体的に取 り組め る授業」 とい

う結論 に達 した。

いっの時代で も授業 は、生徒 の興味 ・関心 を引 き出 し、生徒が主体 的に取 り組む ことが大切

であ る。 また、その過程で、教師が どう生徒 と取 り組 み、導 いてい くかが重要 にな って くる。

授業 は、普遍 的な部分 もあ るが、教師が、社会の要請 や変化、生徒 の多様化に応 じて常 に新 し

い部分を研究 し生か して い くことによ り、 さらに魅力的な ものにな る。

商業高校 の授業 は、実社会に出たときに、役立つ知識 ・技能 であ ることが求め られ る。 また、

授業 を通 して、人間性 を向上させてい く必要 もあ る。 それゆえ、今回 は、実社会を経験 した商

業 高校の卒 業生を対象 にア ンケー ト調査を行い、その結果を踏 まえて、現在の商業高校に必要

な具体的な授業 について考えた。

今後 も授業 において、社 会の変化や、多様化 してい く生徒に対 して、教 師 として生徒の興味

・関心をど う引 きだ し、何を与えてい くのかを悩み なが ら、研究員一同、魅 力ある授業を 目指

して 日々研究を重ねて いきたい。魅 力あ る授業を行 い、わか る楽 しさを生徒 に与え ることによ

り、喜びやや る気が生徒か らかえ って くることを絶えず実感 したい。

最後に、 ア ンケー トで、現在の商業高校生に必要な もの と して、卒業生 の7割 が答えた礼儀

作法にっ いて は、 「ビジネスマナー」などのその他科 目や、 「総合実践 」などの授業の中で実

践 されているが、今後 さらに商業高校の授業 として どのよ うに扱 ってい くか検討 ・実践 してい

く必要があ る。今回 は取 り扱わなかったが、今後必要 とされ る販売 ・接客 などの コミュニケー

ションに関す る授業における課題 としたい。
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